
看護実践学会 研究スキルアップ研修会 

「事例研究 ―看護ケアと循環させる研究としての取り組み―」 

 

日時：平成28年10月22日(土) 14：00～15：30 

講師：田中浩二（金沢医科大学看護学部 講師） 

参加者状況：38名 

アンケート配布人数：35名 

アンケート回収数：32名（91.4％）、有効回答数： 32名（100%） 

                  

                              N=32名, n(%)           

性別    男性                           5(15.6) 

女性                                    27(84.3) 

 

年齢    20代                                                   11(34.3) 

   30代                                                    5(15.6) 

40代                                                    6(18.7) 

50代                                                   10(31.2) 

60代                             0(0.0) 

 

職種   学部生                           0(0.0) 

大学院生                                                 2(6.25) 

     看護師                          28(87.5) 

助産師                           0(0.0) 

保健師                           0(0.0) 

     教員                            2(6.25) 

          その他                           0(0.0) 

                                         

部署      内科系病棟                                             6(18.7) 

外科系病棟                                             6(18.7) 

      混合病棟                                                8(25.0) 

      外来（内科，産婦人科など）                          5(15.6)  

      その他（精神科、産科、地域包括ケアなど            3(9.6) 

           解答なし                         4(12.8) 

 

 



案内（複数回答あり）    

         看護実践学会からの案内やチラシ                         19(59.3) 

         看護実践学会のホームページ                              4(12.8) 

         上司のすすめ                                           4(12.8) 

           教員のすすめ                       4(12.8) 

         院内組織からの案内                                      6(18.7) 

         知人や友人からの誘い                                    3 ( 9.3) 

     その他（昨年も参加した）                  1(3.1) 

 

会員     H27年度からの継続会員                                 10(31.2) 

      H28年度に新規登録                                      8(25.0) 

      本日新規会員登録をした                                   0(0.0) 

      非会員                                                 14(43.7) 

 

参加目的（複数回答あり） 

         今後、事例研究を行うため                              18(56.2) 

         研究指導に役立てたいため                     14(43.7)        

自分の勉強のため                                       20(62.5) 

研究の講義のシリーズとして                          2(6.25) 

その他                           0(0.0) 

 

研修会に出席しやすい日程（複数回答あり） 

      平日の18時以降                                          5(15.6) 

土曜日の午前                                           16(50.0)                                                  

土曜日の午後                                           21(65.6) 

日祝日の午前                                             3(9.3) 

日祝日の午後                                            4(12.5) 

その他 （研修時間がのびないようにしてほしい）        1(3.1)      

 

 今後、看護実践学会で希望する研修会（複数回答あり） 

     技術向上の研修会                      14(43.7) 

     研究力向上の研修会                                    26(81.2) 

 



具体的に取り上げてほしい内容や企画                 

・文献検索手法と選択すべき文献の妥当性 

・認知症看護、転倒防止、コミュニケーションスキルアップ 

・研究アンケートの作成、集計について 

・論文の書き方 

・病棟管理について（他の病院とのグループワークでの意見交換） 

・急変対応 

・看護研究に関すること（質的、量的など） 

 

 

【その他感想】 

・興味を持って拝聴しました。ありがとうございます。 

・今年度、次年度と事例研究を検討しているので、今回の研修全体、とても有意義なもの

でした。しかも（会員は）無料の研修会ということで都合があえばどんどん参加させてい

ただきたいです。 

 


